
令和７年
マリンエキスパート表彰受賞者

国土交通省神戸運輸監理部

神戸運輸監理部では、多くの方に海事産業への関心を深めていただくとともに、技能継承
ならびに人材確保を促進し、海事産業の一層の発展を図ることを目的に、高い技術を持ち、
顕著な功績があった方を「マリンエキスパート」として顕彰しています。
様々な分野で機械化が進む中においても、人間のポテンシャルを活かすことができる海事

産業で働く受賞者12名の活躍をご紹介します。

マリンエキスパート ･･･ 高い技能を持ち技能継承に貢献している方

マリンエキスパート（ジュニア）･･･ 高い技能を持ち将来的に技能継承者（指導者）として活躍が期待される方



国土交通省神戸運輸監理部

安全第一で確実な作業ができる人材の育成に尽力していきたい
と思っています。初心を忘れず自身の仕事に責任と誇りを持ち、
会社の発展と更には神戸港の発展に貢献できるように邁進して
参りたいです。

これまでの知識や経験を今後は後進の育成に活かせる
よう、時間の許す限り尽力したいと考えています。

教育ですが、人命を預かっている以上妥協は出来ません。
時代にあった教育を模索しながら、安全を第一にお客様が安心
快適にご利用頂けるよう粉骨砕身の覚悟で務めていきたいです。1



これまでの経験をもとに、業務の改善と効率化を推進し品質
向上に貢献したいです。また、育成に力を入れ知識と技能の
継承を通じて、持続可能なものづくりを目指したいです。

国土交通省神戸運輸監理部

諸先輩方から受け継いだ技能を後世へ伝えつつ新しい
アイデアには耳を傾け、持っている知識を融合させ、
ものづくり変革を推進していきます。

脱炭素に向けて新しい技術に取り組んでいる中で、
私が経験してきたスキルや知識を後継者に伝えて、
未来に受け継いでもらうことです。 ２



今年から私の職場が新規工場へ移転となりました。
会社のモデル職場となるべく、技術、品質、５Ｓ（整理、整頓、
清掃、清潔、しつけ）活動を積極的に推進していきます。

国土交通省神戸運輸監理部

今後はより深い知識と技術を磨きこれまでの経験も活かし、
若手への育成に力を注ぎ次世代の専門家を育てていきたいと
考えています。より安全でさらなる品質向上のため努力を
惜しまず邁進してまいります。

今後の目標は、業務において取得した技術や経験をもとに
後継者育成に努め、現在の業務により一層励み、会社に貢献
できるようにします。 ３



今後、後任の育成に励み、優秀な加工者を育成するのが
私の目標です。今の時代に合った教え方を常に模索し、
加工者の育成、人材の育成に励みます。

国土交通省神戸運輸監理部

自身が中心となり結束力の強いチーム作りをすすめ、
製造プロセスの改善と品質向上をすすめ、
組織の成長に尽力したいです。

このたびの表彰は自組の仲間の力添えがあってのものです。
これからも、自組の仲間と更なる技能・品質の向上を図り
若手社員への技能継承に励みます。 ４



令和７年マリンエキスパート表彰選考に係る講評

本年のマリンエキスパート表彰の各部門受賞者として12名を選んだ。

上記の受賞者は、幅広い知識・経験と卓越した技術・技能を持つ者であることが確認できた。
現場の第一線で真摯に業務に取り組む姿は、同僚・後輩達の目標となり、会社の財産・業界の誇りである。
受賞者の優れた技術が確実に伝承され、将来の優秀な後継者の発掘に繋がっていくことが、日本の海事

産業の発展、将来への礎となる。
受賞者におかれては、今回の受賞が今後の励みとなり、技術・技能の更なる向上と益々の活躍に期待する。

令和７年６月６日
マリンエキスパート表彰選考委員会

受賞者分野

出羽 秀次倉庫部門

木村 雅之港湾運送部門

住尾 亮、早川 輝正、井上 浩二、勝原 康喜、田井東 俊成、中塚 孝一、藤田 義了造船・舶用工業部門

勝木 邦仁船員部門

■マリンエキスパート表彰

受賞者分野

伊東 純宏、米本 祐介造船・舶用工業部門

■マリンエキスパートジュニア表彰

委員長 平山 勝敏
委 員 岡田 宏二
委 員 足立 聡
委 員 峰本 健正


